

今回ボランティア係では、青山学院大学心理学科の皆さんが実際にどのようなボランティアで活躍し、どのようなことを感じ得てきたかをご紹介させていただこうと思います。皆様の更なる飛躍のご参考となればと祈っております。ご多用中、御協力いただきました経験者の方々には心より御礼申し上げます。

Questions

1． ボランティア活動の内容を教えてください。

2． 何を契機としてそのボランティア活動を知りましたか？

3． ボランティア活動の経験を通して得たことは何ですか？

4． そのボランティアで一番辛かったこと、また楽しかったと思うことは何ですか？

5． ズバリあなたにとってボランティア活動の意義とは何ですか？

6． これからボランティア活動をしてみようと思っている人へ一言！

Answers（Web Versionは匿名です）
3年生・女性Ａの場合…


3年生・女性Ｂの場合…



Questions

1． ボランティア活動の内容を教えてください。

2． 何を契機としてそのボランティア活動を知りましたか？

3． ボランティア活動の経験を通して得たことは何ですか？

4． そのボランティアで一番辛かったこと、また楽しかったと思うことは何ですか？

5． ズバリあなたにとってボランティア活動の意義とは何ですか？

6． これからボランティア活動をしてみようと思っている人へ一言！

Answers
２年生・男性Ｃの方の場合…



3年生・女性Ｄの場合…




Questions

1． ボランティア活動の内容を教えてください。

2． 何を契機としてそのボランティア活動を知りましたか？

3． ボランティア活動の経験を通して得たことは何ですか？

4． そのボランティアで一番辛かったこと、また楽しかったと思うことは何ですか？

5． ズバリあなたにとってボランティア活動の意義とは何ですか？

6． これからボランティア活動をしてみようと思っている人へ一言！

Answers

3年生・女性Ｅの場合…



3年生・女性Ｆの場合…


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【３Ｂ／小俣ゼミ　大高基恵子】
病院内での再診・初診手続き・会計の援助・病院の案内・障害者の方の援助など


アドグルのしおり（アドグルの川崎先生を通して行われています）


人間お互いgive and takeだなぁ、ということ。また、場所的にお年寄りが多いところなのでご夫婦でいらっしゃっている方々を見たり、「老い」を肯定的に受け止めているように見える方と接すると、あぁいう風に年を重ねられればいいなぁとmodelを示していただけたようで勉強になります。


つらかったことはありません。楽しかったというか、嬉しかったことは患者さんに「ありがとう」と言ってもらえたこと。数え切れないくらいの「ありがとう」という言葉をいただけたこと。


週一回、忙しさや効率性に追いかけられる世界をリセットして、ゆとりをもって相手と向き合う時間を取り戻す機会。


やってみたいという気持ちが全て。あとは責任感を持って実行するのみ。








１．もとは厚木キャンパス近隣の小学生を相手に、毎週土曜日、児童館や公園を使って遊んでいました。現在は淵野辺の小学生を相手に子どもセンターなどで活動しています。夏には泊まりでキャンプに行ったり、春休みは少し遠出をして遠足みたいなものも行っています。


２．大学のサークルの紹介で。


３．子供に対する接し方。また、学校の先生をはじめ、児童館のお姉さん、センターの方々、ご父兄など様々な人たちの協力があってこそ活動が成り立っているので、そういう人に対する感謝の気持ちを持つことの大切さを知りました。あとは協調性とかですかね…。


４．サークルのメンバー同士の意見の対立、話がまとまらないといったことが一番辛かったです。楽しかったと思うことは沢山ありますが、子供と遊んでいる時はいつでも楽しいです。子供が顔と名前を覚えてくれたときなどは、特に嬉しく思います。


５．好きなときにやるものであって、嫌だと思ったときはやらなくてもいいもの。自分で義務のように感じてしまったら、もうそれはボランティアではないように思えます。自分の意思で、楽しくやれることがボランティアだと思います。


６．少しでも興味があったら、まずはやってみることが大事だと思います。きっと想像する以上にたくさんのことが体験できると思うので。自分に合った、また何より楽しんでできそうなボランティアを探してください。





１．不登校で家庭に引きこもりがちな児童生徒さんに対し、臨床心理士の先生や相談員の方のご指導のもとに訪問活動を行って


います。


２．大学の先生のご紹介です。


３．登録してから３年目になるのですが、その間に数え切れないくらいの感動や、苦悩や喜びを経験し、得た事といっても語り尽くすことができないくらいです。しかし、強いていうならば、人間がもっともっと好きになった気がします。


４．一番辛かったのは訪問先のお子さんと信頼関係が築けていない訪問初期の頃でした。第5回目の訪問までは、お宅に伺っても部屋から出てきてもらえないことが多々ありました。ドアの向こうの相手に向かっていかに信頼関係を築いていこうか、悩んだ時期もありました。しかし、会えなくとも会いに行く活動を繰り返していくうちに徐々に心を開いてくれて、今では笑顔で私を迎えてくれるまでになりました。訪問を通して垣間見られる子供さんの表情、生活習慣、発言、服装、その全ての変化が毎回の訪問の楽しみになっています。


５．誰かのために、そして何よりも自分の糧となるかけがえの無い体験だと思います。


６．私も経験したのですが、ボランティアをしてみようと思っても、始めの一歩を踏み出すのはなかなか勇気の要ることです。


しかし、その葛藤を乗り越えればきっと、すばらしい経験ができると思います。是非、頑張ってみてください。





１．月1回、自閉症児とペアを組んで山登りをしました。自閉症児は中学生から高校生までの年齢でした。登る山もハイキング


コースの軽いレベルから本格的なレベルまでありました。


２．自分の所属しているサークルに、ボランティアを求めて活動側から話がきました。


３．実際に接することで、自閉症について今まで知らなかったことをたくさん知りました。ペアの子供が、電車内の広告を見る


とその場から動かなくなったり、ある花にひどく興味を示して私にさわらせようとするから、ほいって渡すと、ぎゃーっと


飛びのいて、一定距離はなれたところからじっと眺めてたり。そのときは面白かったです。


４．ハードな山に登ったときは、その疲れが翌日まで続いて（涙）ペアの子供が「山登り、山登り－」って楽しそうに歩いてる　


と嬉しいです。


５．興味を持ったからやってみる→やってみたら楽しかったからまたやる、私にとってはその繰り返しです。答えになってない


かもしれませんが…。


６．少しでも興味があったらどんどん参加していくべきだと思います。学生時代が一番暇（？）のある時だし、いろいろな機会


にのっかってください！





１．簡単には、小学校の心障学級の介助員。具体的には、学校生活における子どもへの簡単な学習指導、生活指導等です。基本　　　　　　　　　　


的には、担当教員の意向に沿った活動をしています。


２．アドバイザー・グループの先輩からの紹介が契機となりました。


３．障害を持った子どもと接する上で当たり前の事ですが、子どもが自分で行うことできることは、自分でやらせると言う事。　


例え自分で行うことが困難であったとしても、出来るところまでは自力でやらせる事。干渉し過ぎない事。


４．辛かったことは、障害を持った子どもに対する他の正常な生徒からの軽蔑の視線（私が関わるすべての心障児がそのような


視線を受けているわけではない）。楽しかったことは、心障児の純粋な心に触れたこと。


５．私はお金をいただいているので純粋なボランティア活動とは多少異なる面もありますが、その意義としては、自分が求めた


分だけ答えが返って来ると言う事。それは、反応が返って来ないという事も答えに含めて。


６．活動を始めるのに何の知識も教養もいらないと思います。やりたい事をやってみる、“当たって砕けろ”の精神でチャレンジしてみるのが良いと思います。








小学校に教科アシスタントとして週に1回通っています。私は1年生のクラスを担当していて、国語や算数の時間には児童の学習のサポートをしたり、図工の時間には一緒に作品を作りながら、すき放題に遊んでしまう児童に作品作りを促したり、けんかしてしまう児童をなだめたり作品作りのサポートをしています。


学校内の掲示を見て。


すごく幼い子供にも、その子なりの考えや個性がちゃんとあって、それを大切にしながら接するようにすること。


辛かったことは、運動会で勝ったのに一人だけ喜ばない子に「どうしたの？」と聞いたら、「おまえがいるからよろこべないんだよ」と言われたとき。うれしかったのは、いつも私が帰るとき、「バイバイ」と言ってくれるけど、はじめて「また来週ね。」と言ってくれたとき。


とても楽しい時間です。


体力的にきついけど、絶対いい経験になると思います。
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